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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納部本体と、該収納部本体の収納口を覆うための平板部とを有してなる収納装置であ
って、
　上記平板部の外側面に画像信号を用いて画像を表示する画像表示素子が配設され、
　上記平板部は画像信号を記録する記録部を有している
　ことを特徴とする収納装置。
【請求項２】
　収納部本体と、該収納部本体の収納口を覆うための平板部とを有してなる収納装置であ
って、
　上記平板部の外側面に画像信号を用いて画像を表示する画像表示素子が配設され、
　上記平板部の内側面に撮像素子が取り付けられ、
　上記平板部は、
　画像信号を記録する記録部と、
　上記記録部に上記撮像素子で撮像して得られた画像信号を記録する記録制御部とを有し
ている
　ことを特徴とする収納装置。
【請求項３】
　上記平板部の内側面に上記収納部本体の内部を照明するための照明部が取り付けられて
いる
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　ことを特徴とする請求項２に記載の収納装置。
【請求項４】
　収納部本体と、該収納部本体の収納口を覆うための平板部とを有してなる収納装置であ
って、
　上記平板部の外側面に画像信号を用いて画像を表示する画像表示素子が配設され、
　上記平板部の外側面に撮像素子が取り付けられ、
　上記平板部は、
　画像信号を記録する記録部と、
　上記記録部に上記撮像素子で撮像して得られた画像信号を記録する記録制御部とを有し
ている
　ことを特徴とする収納装置。
【請求項５】
　上記平板部は、
　該平板部が上記収納部本体の収納口を覆っている状態でロックした状態とするロック機
構と、
　上記ロック機構におけるロックを解除するための認証処理を行う認証処理部とを有し、
　上記認証処理部は、上記撮像素子で撮像して得られた画像信号と上記記録装置に予め記
録されている認証用画像信号とに基づいて認証処理を行う
　ことを特徴とする請求項４に記載の収納装置。
【請求項６】
　上記収納部本体を複数個有し、該複数個の収納部本体はマトリックス状に配置されてい
る
　ことを特徴とする請求項１、２または４のいずれかに記載の収納装置。
【請求項７】
　上記複数個の収納部本体のそれぞれに対応した上記平板部に配設されている上記画像表
示素子の全てを用いて１つの画像を表示する
　ことを特徴とする請求項６に記載の収納装置。
【請求項８】
　上記平板部は、上記収納部本体の収納口に着脱自在に取り付けられている
　ことを特徴とする請求項１、２または４のいずれかに記載の収納装置。
【請求項９】
　上記平板部は、画像信号を処理して上記画像表示素子に供給するための画像信号を得る
画像信号処理部を有している
　ことを特徴とする請求項１、２または４のいずれかに記載の収納装置。
【請求項１０】
　上記収納部本体の外側面に、他の収納部本体と電気的に接続するための接続端子が配設
されている
　ことを特徴とする請求項１、２または４のいずれかに記載の収納装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば食器棚、本棚等の家具、衣装ケース等に適用して好適な収納装置に
関する。詳しくは、この発明は、収納部本体の収納口を覆うための平板部の外側面に画像
信号を用いて画像を表示する画像表示素子を配設することによって、収納装置の大幅な機
能アップを図るようにした収納装置に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、家具に、ディスプレイ部を設けることが提案されている。例えば、特許文献１に
記載されるディスプレイ部は、窓部が観者から目視可能に配置され、表示対象情報を表し
た透光性フィルムの一部が当該窓部に配置され、かつこのフィルムが後方から照明装置で
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照明され、観者が表示対象情報を見ることができるようにしたものである。
【０００３】
【特許文献１】実開平６－３８６９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載されるディスプレイ付き家具におけるディスプレイ部は画像信号を用
いて画像を表示するものではなく、表示する画像の変更などの自由度が低いものである。
また、この特許文献１に記載されるディスプレイ付き家具では、家具の本来の使用に支障
とならない部分、例えば背後にディスプレイ部を付加するものである。そのため、この特
許文献１に記載されるディスプレイ付き家具は、家具の機能を大幅にアップさせるもので
はなかった。
【０００５】
　この発明の目的は、家具等の収納装置の大幅な機能アップを図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る収納装置は、収納部本体と、この収納部本体の収納口を覆うための平板
部とを有してなる収納装置であって、平板部の外側面に画像信号を用いて画像を表示する
画像表示素子が配設されているものである。
【０００７】
　この発明においては、収納部本体の収納口は平板部で覆われる。この平板部の外側面に
、画像信号を用いて画像を表示する画像表示素子が配設されている。この画像表示素子と
しては、例えばＬＣＤ(Liquid Crystal Display)、ＰＤＰ(Plasma Display Panel)等のフ
ラットパネルディスプレイを使用できる。例えば、収納部本体が食器棚本体であるとき、
平板部は食器棚の扉または戸である。また例えば、収納部本体が衣装ケース本体であると
き、平板部はケース蓋である。
【０００８】
　このように、画像表示素子は収納部本体の収納口を覆う平板部に配設されるものであっ
てこの画像表示素子はユーザにとって見やすい位置に配設されることとなり、また画像表
示素子は画像信号を用いて画像を表示するものであってこの画像表示素子に表示される画
像の自由度は高く、従って家具等の収納装置の大幅な機能アップを図ることができる。
【０００９】
　例えば、収納部本体が複数個あり、この複数個の収納部本体がマトリックス状に配置さ
れている場合、この複数個の収納部本体に対応した平板部に配設された画像表示素子の全
てを用いて１つの画像を拡大表示できる。この場合、各平板部では、自己の画像表示素子
に画像を表示するためのズーム変換処理、ＩＰ(Interlace-Progressive)変換処理等が行
われる。
【００１０】
　例えば、平板部には画像信号を記録する半導体メモリ、ハードディスクドライブ等の記
録部が備えられる。また例えば、平板部の内側面に撮像素子が取り付けられる。さらに例
えば、平板部の内側面に収納部本体の内部を照明するための照明部が取り付けられる。記
録部に、例えばユーザが収納部本体に物を収納したり、この収納部本体から物を取り出す
毎に、当該収納部本体の内部を撮像して得られた画像信号を記録しておくことができ、ユ
ーザは、収納部本体内を直接見ることなく、当該収納部本体内の収納状態を期日毎に確認
でき、収納物の管理を容易に行うことができる。
【００１１】
　例えば、平板部の外側面に撮像素子が取り付けられ、また平板部に画像信号を記録する
半導体メモリ、ディスク記録装置等の記録部が備えられる。これにより、撮像素子でユー
ザを撮像して得られた画像信号による画像を、平板部に配設された画像表示素子に表示で
き、ミラー表示効果を得ることができる。またこの場合、画像信号を記録部に記録してお
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くことで、ユーザの現在の画像だけでなく、過去の画像も並べて表示でき、ユーザの現在
の体調等を容易に判別できるようになる。またこの場合、記録部にユーザが所持している
衣服（ジャケット、ズボン、スカート等）に係る画像信号を記録しておくことで、画像表
示素子にユーザの現在の顔画像と衣服とを組み合わせた画像を表示でき、衣服のコーディ
ネートを容易に行うことができる。
【００１２】
　例えば、ロックモードの設定がされることで、平板部が収納部本体の収納口を覆ってい
る状態でロックされる。例えば、このロックの解除は、認証処理によって行われる。この
場合、撮像素子で撮像されて得られた画像信号と記録部に予め記録されている認証用画像
信号とに基づいて認証処理が行われる。
【００１３】
　例えば、収納部本体の外側面に、他の収納部本体と電気的に接続するための接続端子が
配設される。これにより、収容部本体を複数個例えばマトリックス状に配設し、互いに電
気的に接続した状態とし、複数個の収納部本体にそれぞれ対応した平板部に配設された画
像表示素子の全てを用いた大画面表示等を行うことができる。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、収納部本体の収納口を覆うための平板部の外側面に画像信号を用い
て画像を表示する画像表示素子を配設するものであり、収納装置の大幅な機能アップを図
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら、この発明の実施の形態について説明する。図１および図２
は、実施の形態としての収納装置１００の構成を示している。
【００１６】
　この収納装置１００は、直方体形状の筐体部１１０を有している。この筐体部１１０に
は、図２に示すように、正面側に収納口１２１-1～１２１-9を持つ９個の四角筒形状の収
納部本体１２０-1～１２０-9が形成されている。これら収納部本体１２０-1～１２０-9は
、マトリックス状に配置されている。また、筐体部１１０には、図１に示すように、収納
部本体１２０-1～１２０-9のそれぞれに対応して、その収納口１２１-1～１２１-9を覆う
ための平板部１３０-1～１３０-9が、着脱自在に取り付けられている。なお、図１は、平
板部１３０-1～１３０-9を取り付けた状態を示しており、図２は平板部１３０-1～１３０

-9を取り外した状態を示している。
【００１７】
　また、筐体部１１０の正面側の左端部には左側スピーカ１４０Ｌが配設され、その右端
部には右側スピーカ１４０Ｒが配設されている。また、この筐体部１１０の左下部には、
ユーザが操作するリモコン（リモートコントローラ）１５０からのリモコン信号（赤外線
信号）を受信するリモコン受光部１６０が配設されている。
【００１８】
　また、筐体部１１０の右側面からは電源プラグ１７０が導出されている。筐体部１１０
には、この電源プラグ１７０を通じて電源が供給される。また、筐体部１１０の右側面に
は、図示しないアンテナで受信された放送信号ＢＳを入力するアンテナ端子１８０、外部
から画像信号ＳＶを入力するためのおよび外部画像入力端子１８２および外部から音声信
号ＳＡを入力するための外部音声入力端子１８４が配設されている。
【００１９】
　また、筐体部１１０の下部にベースボックス部１９０が内蔵されている。このベースボ
ックス部１９０は、アンテナ線分配器、スイッチャ、スイッチャ制御部、リモコン信号分
配器および電源分配器を含んでいる。アンテナ線分配器は、アンテナ端子１８０に入力さ
れた放送信号ＢＳを、後述する平板部１３０-1～１３０-9が有するテレビボックス部に分
配する。
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【００２０】
　スイッチャは、平板部１３０-1～１３０-9のテレビボックス部からの画像信号ＳＶおよ
び外部画像入力端子１８２に入力された画像信号ＳＶを入力し、平板部１３０-1～１３０

-9のテレビボックス部への画像信号ＳＶを出力する。また、このスイッチャは、平板部１
３０-1～１３０-9のテレビボックス部からの音声信号ＳＡおよび外部音声入力端子１８４
に入力された音声信号ＳＡを入力し、スピーカ１４０Ｌ，１４０Ｒへの音声信号ＳＡを出
力する。スイッチャ制御部は、リモコン信号に基づいて、スイッチャの接続を制御する。
【００２１】
　リモコン信号分配器は、リモコン受光部１６０で受信されたリモコン信号を、上述した
スイッチャ制御部および平板部１３０-1～１３０-9のテレビボックス部に分配する。電源
分配器は、電源プラグ１７０を通じて供給された電源を、当該ベースボックス部１９０お
よび平板部１３０-1～１３０-9のテレビボックス部に分配する。なお、テレビボックス部
は、後述するように、画像表示素子、制御部、チューナ、記録装置、撮像素子、信号処理
部、認証処理部、ロック機構等からなっている。
【００２２】
　ここで、平板部１３０-1～１３０-9をさらに説明する。平板部１３０-1～１３０-9のそ
れぞれは同様に構成されており、ここでは平板部１３０-1を例にとって説明する。図３は
、平板部１３０-1を外側から見た図である。図４は、平板部１３０-1を内側から見た図で
ある。
【００２３】
　平板部１３０-1の外側面の略全面には、テレビボックス部を構成する画像表示素子１３
１が配設されている。この画像表示素子１３１は、例えば、ＬＣＤ、ＰＤＰ等のフラット
パネルディスプレイで構成されている。図示せずも、テレビボックス部を構成する、後述
する制御部、チューナ、記録装置、信号処理部、認証処理部等は、平板部１３０-1の内部
に配置されている。
【００２４】
　また、平板部１３０-1の外側面の上端中央部には、撮像素子（ビデオカメラ）１３２が
取り付けられている。この撮像素子１３２は、収納部本体１２０-1の外部を撮像するため
のものである。また、平板部１３０-1の外側面の下端左側には左側スピーカ１３９Ｌが取
り付けられ、その下端右側には右側スピーカ１３９Ｒが取り付けられ、さらにこの右側ス
ピーカ１３９Ｒの右側にはリモコン受光部１４８が取り付けられている。
【００２５】
　また、平板部１３０-1の内側面の中央部には、撮像素子１３３および照明部１３４が取
り付けられている。この撮像素子１３３は、収納部本体１２０-1の内部を撮像するための
ものである。照明部１３４は、撮像素子１３３で収納部本体１２０-1の内部を撮像する際
に、当該内部を照明するためのものである。また平板部１３０-1の内側面の下端右側には
、アンテナ線接続端子１４１およびＡＣ電源ケーブル接続端子１４２が取り付けられてい
る。
【００２６】
　また、平板部１３０-1の内側面の左端中央部には、この平板部１３０-1のテレビボック
ス部に対する電気的接続を行うための接続端子１３５が配設されている。この場合、外部
からテレビボックス部に、接続端子１３５を通じて、アンテナ線分配器からの放送信号Ｂ
Ｓ、スイッチャからの画像信号ＳＶ、リモコン信号分配器からのリモコン信号ＲＭおよび
電源分配器からの電源等が入力される。また、テレビボックス部から外部に、スイッチャ
への画像信号ＳＶおよび音声信号ＳＡが出力される。
【００２７】
　なお、上述した収納部本体１２０-1～１２０-9の収納口１２１-1～１２１-9の右端部に
は、図２に示すように、ベースボックス部１９０と電気的に接続されている接続端子１２
４が設けられている。平板部１３０-1～１３０-9が収納口１２１-1～１２１-9を覆った状
態、つまり閉蓋状態となったとき、当該１３０-1～１３０-9の内側面に配設された接続端
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子１３５は、この接続端子１２４に電気的に接続される。これにより、ベースボックス部
１９０と平板部１３０-1～１３０-9のテレビボックス部とが電気的に接続される。なお、
ベースボックス部１９０と、収納部本体１２０-1～１２０-9の収納口１２１-1～１２１-9

にそれぞれ設けられている接続端子１２４との間は、例えば、画像信号、音声信号、放送
信号、電源等の各種の信号を伝送する複数のラインが一体化されてなる一本のケーブル（
図示せず）によって接続されている。
【００２８】
　また、平板部１３０-1の、外側面を見た状態（図３参照）で左端上部および左端下部に
、図示しないバネ部材により飛び出す方向に付勢されている、断面円形の棒状部材１３６
Ｕ，１３６Ｄが配設されている。この棒状部材１３６Ｕ，１３６Ｄに対応して、平板部１
３０-1の内側面には、棒状部材１３６Ｕ，１３６Ｄの側面部に接続されているスライド摘
み１３７Ｕ，１３７Ｄが設けられている。
【００２９】
　ユーザは、スライド摘み１３７Ｕをスリット１３８Ｕに沿って押し下げることで、バネ
部材の付勢力に逆らって、棒状部材１３６Ｕが平板部１３０-1内に入った状態とできる。
同様に、ユーザは、スライド摘み１３７Ｄをスリット１３８Ｄに沿って押し上げることで
、バネ部材の付勢力に逆らって、棒状部材１３６Ｄが平板部１３０-1内に入った状態とで
きる。
【００３０】
　これら棒状部材１３６Ｕ，１３６Ｄを収納部本体１２０-1の収納口１２１-1に設けられ
た軸受孔に挿入することで、平板部１３０-1を、収納口１２１-1に対応した部分に、取り
付けることができる。この平板部１３０-1の取り付け状態では、平板部１３０-1を棒状部
材１３６Ｕ，１３６Ｄを支軸として回転させることができ、収納口１２１-1が開放された
開蓋状態、または収納口１２１-1が平板部１３０-1で覆われた閉蓋状態のいずれかをとる
ことができる。ユーザは、上述したように、スライド摘み１３７Ｕ，１３７Ｄを操作して
棒状部材１３６Ｕ，１３６Ｄが平板部１３０-1内に入った状態とでき、従って平板部１３
０-1の取り付け、取り外しを容易に行うことができる。
【００３１】
　また、平板部１３０-1の、外側面を見た状態（図３参照）で右端には、ロック機構１４
５が形成されている。このロック機構１４５は、ロック時には、図３に破線図示するよう
に、爪部１４６が回転し、外部に突出した状態となる。また、平板部１３０-1の外側面の
右端中央部には、略長方形状の凹孔とされた取手部１４７が形成されている。
【００３２】
　また、収納部本体１２０-1～１２０-9をさらに説明する。収納部本体１２０-1～１２０

-9のそれぞれは同様に構成されており、ここでは収納部本体１２０-1を例にとって説明す
る。図５は、収納部本体１２０-1の構成を示している。
【００３３】
　この収納部本体１２０-1の収納口１２１-1に対応して、四角形の枠状の段差部１２２が
形成されている。この段差部１２２は、平板部１３０-1が収納口１２１-1を覆った閉蓋状
態で、当該平板部１３０-1を嵌合し、その位置を一定位置に固定する。この段差部１２２
の左端上部および左端下部には、上述した平板部１３０-1の棒状部材１３６Ｕ，１３６Ｄ
をそれぞれ挿入するための軸受孔１２３Ｕ，１２３Ｄが設けられている。
【００３４】
　また、この段差部１２２の正面の右側中央部には、上述した平板部１３０-1の接続端子
１３５が接続される接続端子１２４が配設されている。また、この段差部１２２の右側側
部には、上述した平板部１３０-1のロック機構１４５を構成する爪部１４６を挿入するた
めの爪挿入孔１２５が設けられている。
【００３５】
　収納部本体１２０-1および平板部１３０-1は上述したように構成されており、平板部１
３０-1は収納部本体１２０-1の収納口１２１-1に対応して、着脱自在に取り付けることが
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できる。図６は、平板部１３０-1が収納口１２１-1を覆っている閉蓋状態を示している。
この閉蓋状態では、ユーザがリモコン１５０を操作してロックモードとすることで、平板
部１３０-1のロック機構１４５を構成する爪部１４６が、収納口１２１-1の段差部１２２
に設けられた爪挿入孔１２５に挿入され、ロック状態となる。図７は、収納口１２１-1が
開放された開蓋状態を示している。
【００３６】
　なお、平板部１３０-1を収納部本体１２０-1の収納口１２１-1の部分から容易に取り外
すことができるので、平板部１３０-1の分離使用を容易に行うことができる。平板部１３
０-1は、取り外されたときには、普通のテレビ受信機として利用できる。上述したアンテ
ナ線接続端子１４１およびＡＣ電源ケーブル接続端子１４２は、平板部１３０-1を上述し
たように取り外して普通のテレビ受信機として使用する際に必要となるものである。
【００３７】
　次に、図８を参照して、平板部１３０-1～１３０-9が接続されている状態における、収
納装置１００の回路構成（電源部分を除く）を説明する。
【００３８】
　収納装置１００は、リモコン信号分配器２０１、スイッチャ制御部２０２、スイッチャ
２０３、アンテナ線分配器２０４、テレビボックス部２０５-1～２０５-9を有している。
ここで、リモコン信号分配器２０１、スイッチャ制御部２０２、スイッチャ２０３および
アンテナ線分配器２０４は、上述した筐体部１１０の下部に配設されたベースボックス部
１９０を構成している。また、テレビボックス部２０５-1～２０５-9は、それぞれ、上述
した平板部１３０-1～１３０-9に備えられている。
【００３９】
　アンテナ線分配器２０４は、アンテナ端子１８０に入力された放送信号ＢＳを、テレビ
ボックス部２０５-1～２０５-9に分配する。スイッチャ２０３は、テレビボックス部２０
５-1～２０５-9からの画像信号ＳＶおよび外部画像入力端子１８２に入力された画像信号
ＳＶを入力し、テレビボックス部２０５-1～２０５-9への画像信号ＳＶを出力する。また
、このスイッチャ２０３は、テレビボックス部２０５-1～２０５-9からの音声信号ＳＡお
よび外部音声入力端子１８４に入力された音声信号ＳＡを入力し、テレビボックス部２０
５-1～２０５-9のスピーカ１３９Ｌ，１３９Ｒやスピーカ１４０Ｌ，１４０Ｒへの音声信
号ＳＡを出力する。
【００４０】
　スイッチャ制御部２０２は、リモコン信号に基づいて、スイッチャ２０３の接続を制御
する。このスイッチャ制御部２０２は、ＣＰＵ(Central Processing Unit)、このＣＰＵ
の制御プログラム等が格納されたＲＯＭ(Read Only Memory)、ＣＰＵの作業領域を構成す
るＲＡＭ(Random Access Memory)等から構成されている。リモコン信号分配器２０１は、
リモコン受光部１６０で受信されたリモコン信号ＲＭを、スイッチャ制御部２０２および
テレビボックス部２０５-1～２０５-9に分配する。
【００４１】
　次に、テレビボックス部２０５-1～２０５-9の回路構成（電源部分を除く）を説明する
。テレビボックス部２０５-1～２０５-9のそれぞれは同様に構成されており、ここではテ
レビボックス部２０５-1を例にとって説明する。図９は、テレビボックス部２０５-1の回
路構成を示している。
【００４２】
　このテレビボックス部２０５-1は、リモコン信号ＲＭの入力端子３０１、放送信号ＢＳ
の入力端子３０２、画像信号ＳＶの入力端子３０３、画像信号ＳＶの出力端子３０４、音
声信号ＳＡの出力端子３０５、音声信号ＳＡの入力端子３０６を有している。これら端子
３０１～３０６は、上述した接続端子１３５（図４参照）を構成している。また、このテ
レビボックス部２０５-1は、アンテナ線接続端子１４１を有している。この接続端子１４
１は、チューナ３１２に接続されている。
【００４３】
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　また、テレビボックス部２０５-1は、全体の動作を制御する制御部３１１、チューナ３
１２、信号処理部３１３、記録装置３１４、認証処理部３１５、ロック機構１４５、画像
表示素子１３１、撮像素子１３２，１３３、照明部１３４、リモコン受光部１４８、スピ
ーカ１３９Ｌ，１３９Ｒを有している。
【００４４】
　制御部３１１は、ＣＰＵ、このＣＰＵの制御プログラム等が格納されたＲＯＭ、ＣＰＵ
の作業領域を構成するＲＡＭ等から構成されている。この制御部３１１は、平板部１３０

-1が収納部本体１２０-1の収納口１２１-1に取り付けられているときは、入力端子３０１
に入力されるリモコン信号ＲＭに基づいて各部の動作を制御し、また平板部１３０-1が収
納部本体１２０-1の収納口１２１-1から取り外されたときには、リモコン受光部１４８で
受信されたリモコン信号ＲＭに基づいて各部の動作を制御する。ここで、平板部１３０-1

が収納部本体１２０-1の収納口１２１-1に取り付けられているとき、リモコン受光部１４
８はオフ状態に置かれる。チューナ３１２は、入力端子３０２に入力された放送信号ＢＳ
に基づいて、所定チャネルの画像信号ＳＶおよび音声信号ＳＡを取得する。
【００４５】
　記録装置３１４は、例えば半導体メモリ、ハードディスクドライブ等で構成される。こ
の記録装置３１４は、撮像素子１３２で撮像して得られた画像信号ＳＶの１フレーム分ま
たは１フィールド分を、認証用画像信号、衣服表示用画像信号、過去画像信号等として、
記録する。認証用画像信号は、例えば、ユーザの顔を撮像することで得られる。また、衣
服表示用画像信号は、例えば、ユーザが所持するジャケット、ズボン（スカート）を、そ
れぞれ、ユーザが着用した状態で撮像することで得られる。また、過去画像信号は、例え
ば、ユーザの上半身を撮像することで得られる。なお、過去画像信号には、その撮像期日
を示す表示信号が信号処理部３１３で合成される。
【００４６】
　また、記録装置３１４は、撮像素子１３３で撮像して得られた画像信号ＳＶの１フレー
ム分または１フィールド分を、収納管理用画像信号として記録する。この場合、収納管理
用画像信号は、例えば、ユーザが収納部本体に物を収納したり、この収納部本体から物を
取り出す毎に、当該収納部本体の内部を撮像することで得られる。なお、収納管理用画像
信号には、その撮像期日を示す表示信号が信号処理部３１３で合成される。
【００４７】
　また、認証処理部３１５は、記録装置３１４に記録されている認証用画像信号および撮
像素子１３２で撮像された画像信号とに基づいて、認証処理を行う。この認証処理部３１
５は、認証が成功したとき、ロック機構１４５にその旨を示す信号を送る。ロック機構１
４５は、認証処理部３１５から、認証が成功した旨の信号を受け取るとき、ロックを解除
する。
【００４８】
　信号処理部３１３は、チューナ３１２で得られた画像信号ＳＶ、撮像素子１３２，１３
３で撮像されて得られた撮像信号ＳＶ、記録装置３１４で再生されて得られた撮像信号Ｓ
Ｖ等を出力端子３０４に選択的に出力する処理を行う。また、信号処理部３１３は、チュ
ーナ３１２で得られた音声信号ＳＡを出力端子３０５に出力する処理を行う。
【００４９】
　また、信号処理部３１３は、入力端子３０３に入力された画像信号ＳＶに基づいて、画
像表示素子１３１に供給すべき画像信号ＳＶを取得する処理を行う。この場合、信号処理
部３１３は、必要に応じて、ズーム処理、ＩＰ変換処理、スチル処理等を行う。ズーム変
換処理は、拡大表示を行う際に、画像表示素子１３１で表示すべき分割領域部分の画素デ
ータを増加する処理である。ＩＰ変換処理は、画像表示素子１３１としてＬＣＤ、ＰＤＰ
等のフラットパネルディスプレイに画像を表示するために、画像信号ＳＶをインタレース
方式からプログレッシブ方式に変換する処理である。スチル処理は、画像表示素子１３１
に静止画を表示するために、１フレーム分または１フィールド分の画像信号をメモリに記
憶し、それを繰り返し読み出して出力する処理である。
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【００５０】
　上述のズーム変換処理として、例えば、ＤＲＣ(Digital Reality Creation)処理が適用
される。ＤＲＣ処理とは、ズーム変換処理後の注目位置の画素データを、その注目位置の
周辺に位置するズーム変換処理前の複数の画素データ、およびその注目位置の位相に対応
した、予め学習によって生成された係数データを用い、推定式に基づいて求める処理であ
る。なお、このズーム変換処理として、簡単な線形補間処理等を適用することもできる。
【００５１】
　また、信号処理部３１３は、撮像素子１３２で撮像されて得られた画像信号ＳＶを、認
証用画像信号、衣服表示用画像信号、過去画像信号等として、記録装置３１４に出力する
処理を行う。この場合、信号処理部３１３は、例えば過去画像信号に撮像期日を示す表示
信号を合成する処理も行う。
【００５２】
　また、信号処理部３１３は、撮像素子１３３で撮像されて得られた画像信号ＳＶを、収
納管理用画像信号として、記録装置３１４に出力する処理を行う。この場合、信号処理部
３１３は、収納管理用画像信号に撮像期日を示す表示信号を合成する処理も行う。また、
信号処理部３１３は、認証処理時に、記録装置３１４から再生される認証用画像信号を認
証処理部３１５に出力する処理を行う。
【００５３】
　次に、図８、図９に示すベースボックス部１９０およびテレビボックス部２０５-1～２
０５-9の動作を説明する。
【００５４】
　（ａ）「外部画像入力端子１８２に入力された画像信号ＳＶによる画像を、所定のテレ
ビボックス部で表示する旨のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、外部画像入力端子１８２に入力された画像信号ＳＶを、所定
のテレビボックス部に出力する。ここで、所定のテレビボックス部は、一個または複数個
である。
【００５５】
　所定のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号
処理部３１３を制御し、入力端子３０３に入力された画像信号ＳＶに対してＩＰ変換処理
を行い、処理後の画像信号ＳＶを画像表示素子１３１に供給する。これにより、所定のテ
レビボックス部の画像表示素子１３１に、外部画像入力端子１８２に入力された画像信号
ＳＶに係る画像が表示される。図１０は、この場合における画像表示例を示している。こ
の画像表示例では、所定のテレビボックス部がテレビボックス部２０５-5の一個のみであ
る。
【００５６】
　なおこの場合、ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は、当該リモコン信
号ＲＭに基づいてスイッチャ２０３を制御し、外部音声入力端子１８４に入力された音声
信号ＳＡを、スピーカ１４０Ｌ，１４０Ｒに出力する。これにより、スピーカ１４０Ｌ，
１４０Ｒからは、外部音声入力端子１８４に入力された音声信号ＳＡによる音声が出力さ
れる。
【００５７】
　（ｂ）「外部画像入力端子１８２に入力された画像信号ＳＶによる画像を、拡大表示す
る旨のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、外部画像入力端子１８２に入力された画像信号ＳＶを、テレ
ビボックス部２０５-1～２０５-9のそれぞれに出力する。
【００５８】
　テレビボックス部２０５-1～２０５-9では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部
３１１が信号処理部３１３を制御し、それぞれ、入力端子３０３に入力された画像信号Ｓ
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Ｖに対してズーム変換処理およびＩＰ変換処理を行い、処理後の画像信号を画像表示素子
１３１に供給する。これにより、テレビボックス部２０５-1～２０５-9の画像表示素子１
３１の全てで、外部画像入力端子１８２に入力された画像信号ＳＶに係る画像が拡大表示
される。図１１は、この場合における画像表示例を示している。
【００５９】
　図１２は、この拡大表示の概念を示している。すなわち、画像信号ＳＶによる元画像が
水平、垂直にそれぞれ３分割され、各分割領域ａ～ｉが水平、垂直にそれぞれ３倍に拡大
されて、テレビボックス部２０５-1～２０５-9の画像表示素子１３１に表示される。
【００６０】
　テレビボックス部２０５-1～２０５-9の信号処理部３１３は、それぞれ、画像信号ＳＶ
に基づいて各分割領域ａ～ｉに対応した画像信号ＳＶ-1～ＳＶ-9を生成して画像表示素子
１３１に供給する。これら画像信号ＳＶ-1～ＳＶ-9は、それぞれ、分割領域ａ～ｉに対応
した複数の画素データを、水平、垂直のそれぞれに３倍にするズーム変換処理（ズーム処
理）を行った後、ＩＰ変換処理を行うことで得られる。
【００６１】
　なおこの場合、ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は、当該リモコン信
号ＲＭに基づいてスイッチャ２０３を制御し、外部音声入力端子１８４に入力された音声
信号ＳＡを、スピーカ１４０Ｌ，１４０Ｒに出力する。これにより、スピーカ１４０Ｌ，
１４０Ｒからは、外部音声入力端子１８４に入力された音声信号ＳＡによる音声が出力さ
れる。
【００６２】
　（ｃ）「第１のテレビボックス部のチューナ３１２で得られた画像信号ＳＶによる画像
を、第２のテレビボックス部で表示する旨のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　第１のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号
処理部３１３を制御し、チューナ３１２で得られた画像信号ＳＶを出力端子３０４に出力
し、またチューナ３１２で得られた音声信号ＳＡを出力端子３０５に出力する。ここで、
第１のテレビボックス部は一個である。
【００６３】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、第１のテレビボックス部からの画像信号ＳＶを、第２のテレ
ビボックス部に出力する。ここで、第２のテレビボックス部は、一個または複数個であり
、第１のテレビボックス部を含んでいてもよい。
【００６４】
　第２のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号
処理部３１３を制御し、入力端子３０３に入力された画像信号ＳＶに対してＩＰ変換処理
を行い、処理後の画像信号ＳＶを画像表示素子１３１に供給する。これにより、第２のテ
レビボックス部の画像表示素子１３１に、第１のテレビボックス部のチューナ３１２で得
られた画像信号ＳＶに係る画像が表示される。
【００６５】
　なおこの場合、ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は、当該リモコン信
号ＲＭに基づいてスイッチャ２０３を制御し、第１のテレビボックス部からの音声信号Ｓ
Ａを、スピーカ１４０Ｌ，１４０Ｒに出力する。これにより、スピーカ１４０Ｌ，１４０
Ｒからは、第１のテレビボックス部からの音声信号ＳＡによる音声が出力される。
【００６６】
　なお、当該リモコン信号ＲＭとして、第１のテレビボックス部、第２のテレビボックス
部を異ならせたものを順次受信することで、テレビボックス部２０５-1～２０５-9の画像
表示素子１３１に、複数の異なる画像が同時に表示される状態となる。この場合には、音
声の出力が停止されるか、あるいはいずれかの画像に対応した音声が出力される。
【００６７】
　（ｄ）「所定のテレビボックス部のチューナ３１２で得られた画像信号ＳＶによる画像
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を、拡大表示する旨のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　所定のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号
処理部３１３を制御し、チューナ３１２で得られた画像信号ＳＶを出力端子３０４に出力
し、またチューナ３１２で得られた音声信号ＳＡを出力端子３０５に出力する。ここで、
所定のテレビボックス部は一個である。
【００６８】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、所定のテレビボックス部からの画像信号ＳＶを、テレビボッ
クス部２０５-1～２０５-9のそれぞれに出力する。
【００６９】
　テレビボックス部２０５-1～２０５-9では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部
３１１が信号処理部３１３を制御し、それぞれ、入力端子３０３に入力された画像信号Ｓ
Ｖに対して信号処理部３１３でズーム変換処理およびＩＰ変換処理を行い、処理後の画像
信号を画像表示素子１３１に供給する。これにより、テレビボックス部２０５-1～２０５

-9の画像表示素子１３１の全てで、所定のテレビボックス部のチューナ３１２で得られた
画像信号ＳＶに係る画像が拡大表示される。
【００７０】
　なおこの場合、ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は、当該リモコン信
号ＲＭに基づいてスイッチャ２０３を制御し、所定の第１のテレビボックス部からの音声
信号ＳＡを、スピーカ１４０Ｌ，１４０Ｒに出力する。これにより、スピーカ１４０Ｌ，
１４０Ｒからは、所定のテレビボックス部からの音声信号ＳＡによる音声が出力される。
【００７１】
　（ｅ）「第１のテレビボックス部の撮像素子１３２で撮像して得られた画像信号ＳＶに
よる画像を、第２のテレビボックス部で表示する旨（ミラー表示）のリモコン信号ＲＭを
受信した場合」
　第１のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号
処理部３１３を制御し、撮像素子１３２で撮像して得られた画像信号ＳＶを出力端子３０
４に出力する。ここで、第１のテレビボックス部は一個である。
【００７２】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、第１のテレビボックス部からの画像信号ＳＶを、第２のテレ
ビボックス部に出力する。ここで、第２のテレビボックス部は、一個または複数個であり
、第１のテレビボックス部を含んでいてもよい。
【００７３】
　第２のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号
処理部３１３を制御し、入力端子３０３に入力された画像信号ＳＶに対してＩＰ変換処理
を行い、処理後の画像信号ＳＶを画像表示素子１３１に供給する。これにより、第２のテ
レビボックス部の画像表示素子１３１に、第１のテレビボックス部の撮像素子１３２で撮
像して得られた画像信号ＳＶに係る画像が表示される。
【００７４】
　なお、当該リモコン信号ＲＭとして、第１のテレビボックス部、第２のテレビボックス
部を異ならせたものを順次受信することで、テレビボックス部２０５-1～２０５-9の画像
表示素子１３１に、複数の異なる画像が同時に表示される状態となる。また、この（ｅ）
のリモコン信号ＲＭは、上述した（ｃ）のリモコン信号ＲＭによる表示状態でも有効であ
る。逆に上述した（ｃ）のリモコン信号ＲＭは、この（ｅ）のリモコン信号ＲＭによる表
示状態でも有効である。これにより、テレビボックス部２０５-1～２０５-9の画像表示素
子１３１に、チューナ３１２で得られた画像信号ＳＶによる画像および撮像素子１３２で
得られた画像信号ＳＶによる画像が混在して表示される状態とできる。
【００７５】
　（ｆ）「（ｅ）の表示状態で、第１のテレビボックス部の撮像素子１３２で撮像して得
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られた画像信号ＳＶを、認証用画像信号、衣服表示用画像信号、過去画像信号等として記
録する旨のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　第１のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号
処理部３１３を制御し、撮像素子１３２で撮像して得られた画像信号ＳＶを、認証用画像
信号、衣服表示用画像信号、過去画像信号等として、記録装置３１４に供給する。この場
合、例えば、信号処理部３１３は、過去画像信号に撮像期日を示す表示信号を合成する。
また、制御部３１１は記録装置３１４を制御し、信号処理部３１３から供給された画像信
号ＳＶの１フレーム分または１フィールド分を、認証用画像信号、衣服表示用画像信号、
過去画像信号等として記録する。
【００７６】
　（ｇ）「所定のテレビボックス部の撮像素子１３３で撮像して得られた画像信号ＳＶを
、収納管理用画像信号として記録する旨のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　所定のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が照明
部１３４を制御し、収納部本体の内部を照明する。また、制御部３１１が撮像素子１３３
を制御し、収納部本体の内部を撮像する。さらに、制御部３１１は信号処理部３１３を制
御し、撮像素子１３３で撮像して得られた画像信号ＳＶを、収納管理用画像信号として、
記録装置３１４に供給する。この場合、信号処理部３１３は、収納管理用画像信号に撮像
期日を示す表示信号を合成する。また、制御部３１１は記録装置３１４を制御し、信号処
理部３１３から供給された画像信号ＳＶの１フレーム分または１フィールド分を、収納管
理用画像信号として記録する。
【００７７】
　（ｈ）「所定のテレビボックス部の撮像素子１３２で得られた画像信号ＳＶによる画像
を、拡大表示する旨（ミラー拡大表示）のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　所定のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号
処理部３１３を制御し、撮像素子１３２で得られた画像信号ＳＶを出力端子３０４に出力
する。ここで、所定のテレビボックス部は一個である。
【００７８】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、所定の第１のテレビボックス部からの画像信号ＳＶを、テレ
ビボックス部２０５-1～２０５-9のそれぞれに出力する。
【００７９】
　テレビボックス部２０５-1～２０５-9では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部
３１１が信号処理部３１３を制御し、それぞれ、入力端子３０３に入力された画像信号Ｓ
Ｖに対して信号処理部３１３でズーム変換処理およびＩＰ変換処理を行い、処理後の画像
信号を画像表示素子１３１に供給する。これにより、テレビボックス部２０５-1～２０５

-9の画像表示素子１３１の全てで、所定のテレビボックス部の撮像素子１３２で撮像して
得られた画像信号ＳＶに係る画像が拡大表示される。
【００８０】
　（ｉ）「所定のテレビボックス部の記録装置３１４に記録されている、最新のものから
所定番目の収納管理用画像信号による画像を、当該所定のテレビボックス部で表示する旨
のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　所定のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が記録
装置３１４を制御し、当該記録装置３１４から所定番目の収納管理用画像信号を再生する
。また、制御部３１１は信号処理部を制御し、記録装置３１４で再生された収納管理用画
像信号（１フレーム分または１フィールド分の画像信号）をＩＰ変換処理した後にメモリ
に記録し、それを繰り返し読み出すスチル処理を行い、処理後の画像信号を画像表示素子
１３１に供給する。
【００８１】
　これにより、所定のテレビボックス部の画像表示素子１３１に、当該テレビボックス部
の記録装置３１４に記録されていた所定番目の収納管理用画像信号による画像を表示でき
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る。ユーザは、所定のテレビボックス部を有する平板部に対応した収納部本体内を直接見
ることなく、当該収納部本体内の収納状態を期日毎に確認でき、収納物の管理を容易に行
うことができる。
【００８２】
　（ｊ）「テレビボックス部２０５-1，２０５-4，２０５-7に現在画像を表示し、テレビ
ボックス部２０５-2，２０５-5，２０５-8に最新の過去画像（過去１）を表示し、テレビ
ボックス部２０５-3，２０５-6，２０５-9に次に新しい過去画像（過去２）を表示する旨
のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　テレビボックス部２０５-5では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が撮
像素子１３２を制御し、ユーザを撮像する。また、当該制御部３１１は、信号処理部３１
３を制御し、撮像素子１３２で撮像されて得られた画像信号ＳＶを出力端子３０４に出力
する。
【００８３】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、テレビボックス部２０５-5からの画像信号ＳＶを、テレビボ
ックス部２０５-1，２０５-4，２０５-7のそれぞれに出力する。
【００８４】
　テレビボックス部２０５-1，２０５-4，２０５-7では、当該リモコン信号ＲＭに基づい
て、制御部３１１が信号処理部３１３を制御し、それぞれ、入力端子３０３に入力された
画像信号ＳＶに対してズーム変換処理およびＩＰ変換処理を行い、処理後の画像信号を画
像表示素子１３１に供給する。この場合、テレビボックス部２０５-1，２０５-4，２０５

-7の信号処理部３１３では、それぞれ、画像信号ＳＶによる元画像が水平、垂直にそれぞ
れ３分割されて得られた各分割領域ａ～ｉ（図１２参照）のうち、水平方向で中央に位置
する分割領域ｂ，ｅ，ｈに対応した画像信号が生成される。
【００８５】
　これにより、図１３に示すように、テレビボックス部２０５-1，２０５-4，２０５-7の
画像表示素子１３１の全てで、テレビボックス部２０５-5の撮像素子１３２で撮像して得
られた画像信号ＳＶに係る現在画像が表示される。
【００８６】
　また、記録装置３１４に過去画像信号を記録している所定のテレビボックス部では、当
該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が記録装置３１４を制御し、最新の過去画
像を表示するための過去画像信号（１フレーム分または１フィールド分の画像信号）を再
生する。また、制御部３１１は信号処理部３１３を制御し、記録装置３１４で再生された
過去画像信号を出力端子３０４に出力する。
【００８７】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、所定のテレビボックス部からの画像信号ＳＶを、テレビボッ
クス部２０５-2，２０５-5，２０５-8のそれぞれに出力する。
【００８８】
　テレビボックス部２０５-2，２０５-5，２０５-8では、当該リモコン信号ＲＭに基づい
て、制御部３１１が信号処理部３１３を制御し、それぞれ、入力端子３０３に入力された
画像信号ＳＶに対してズーム変換処理、ＩＰ変換処理、さらにはスチル処理を行い、処理
後の画像信号を画像表示素子１３１に供給する。この場合、テレビボックス部２０５-2，
２０５-5，２０５-8の信号処理部３１３では、それぞれ、画像信号ＳＶによる元画像が水
平、垂直にそれぞれ３分割されて得られた各分割領域ａ～ｉ（図１２参照）のうち、水平
方向で中央に位置する分割領域ｂ，ｅ，ｈに対応した画像信号が生成される。
【００８９】
　これにより、図１３に示すように、テレビボックス部２０５-2，２０５-5，２０５-8の
画像表示素子１３１の全てで、所定のテレビボックス部の記録装置３１４から再生された
最新の過去画像を表示するための過去画像信号に係る過去画像（過去１）が表示される。
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【００９０】
　また、記録装置３１４に過去画像信号を記録している所定のテレビボックス部では、過
去画像（過去１）の表示確認を示すリモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が記録装
置３１４を制御し、次に新しい過去画像を表示するための過去画像信号を再生する。また
、制御部３１１は信号処理部３１３を制御し、記録装置３１４で再生された過去画像信号
を出力端子３０４に出力する。
【００９１】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該表示確認を示すリモコン信号
ＲＭに基づいてスイッチャ２０３を制御し、所定のテレビボックス部からの画像信号ＳＶ
を、テレビボックス部２０５-3，２０５-6，２０５-9のそれぞれに出力する。
【００９２】
　テレビボックス部２０５-3，２０５-6，２０５-9では、当該表示確認を示すリモコン信
号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号処理部３１３を制御し、それぞれ、入力端子３０
３に入力された画像信号ＳＶに対してズーム変換処理、ＩＰ変換処理、さらにはスチル処
理を行い、処理後の画像信号を画像表示素子１３１に供給する。この場合、テレビボック
ス部２０５-3，２０５-6，２０５-9の信号処理部３１３では、それぞれ、画像信号ＳＶに
よる元画像が水平、垂直にそれぞれ３分割されて得られた各分割領域ａ～ｉ（図１２参照
）のうち、水平方向で中央に位置する分割領域ｂ，ｅ，ｈに対応した画像信号が生成され
る。
【００９３】
　これにより、図１３に示すように、テレビボックス部２０５-3，２０５-6，２０５-9の
画像表示素子１３１の全てで、所定のテレビボックス部の記録装置３１４から再生された
次に新しい過去画像を表示するための過去画像信号に係る過去画像（過去２）が表示され
る。
【００９４】
　このように、ユーザの現在の画像とユーザの過去画像とを並べて表示できるので、ユー
ザは、これらの画像を見比べて、例えば現在の体調、例えば疲れているか等を容易に判断
できる。
【００９５】
　（ｋ）「テレビボックス部２０５-1，２０５-2，２０５-3にユーザの顔画像を表示し、
テレビボックス部２０５-4，２０５-5，２０５-6にジャケットの画像を表示し、テレビボ
ックス部２０５-7，２０５-8，２０５-9にズボン（またはスカート）の画像を表示する旨
のリモコン信号ＲＭを受信した場合」
　テレビボックス部２０５-5では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が撮
像素子１３２を制御し、ユーザの顔を撮像する。また、当該制御部３１１は、信号処理部
３１３を制御し、撮像素子１３２で撮像されて得られた画像信号ＳＶを出力端子３０４に
出力する。
【００９６】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、テレビボックス部２０５-5からの画像信号ＳＶを、テレビボ
ックス部２０５-1，２０５-2，２０５-3のそれぞれに出力する。
【００９７】
　テレビボックス部２０５-1，２０５-2，２０５-3では、当該リモコン信号ＲＭに基づい
て、制御部３１１が信号処理部３１３を制御し、それぞれ、入力端子３０３に入力された
画像信号ＳＶに対してＩＰ変換処理を行い、処理後の画像信号を画像表示素子１３１に供
給する。
【００９８】
　これにより、図１４に示すように、テレビボックス部２０５-1，２０５-2，２０５-3の
画像表示素子１３１に、テレビボックス部２０５-5の撮像素子１３２で撮像して得られた
画像信号ＳＶに係るユーザの顔画像が表示される。
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【００９９】
　また、記録装置３１４に衣服表示用画像信号を記録している所定のテレビボックス部で
は、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が記録装置３１４を制御し、１番目
のジャケットを表示する衣服表示用画像信号（１フレーム分または１フィールド分の画像
信号）を再生する。また、制御部３１１は信号処理部３１３を制御し、記録装置３１４で
再生された衣服表示用画像信号を出力端子３０４に出力する。
【０１００】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、所定のテレビボックス部からの画像信号ＳＶを、テレビボッ
クス部２０５-4に出力する。
【０１０１】
　テレビボックス部２０５-4では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信
号処理部３１３を制御し、入力端子３０３に入力された画像信号ＳＶに対してＩＰ変換処
理、さらにはスチル処理を行い、処理後の画像信号を画像表示素子１３１に供給する。こ
れにより、図１４に示すように、テレビボックス部２０５-4の画像表示素子１３１に、所
定のテレビボックス部の記録装置３１４から再生された衣服表示用画像信号に係る１番目
のジャケットが表示される。
【０１０２】
　また、記録装置３１４に衣服表示用画像信号を記録している所定のテレビボックス部で
は、１番目のジャケットの表示確認を示すリモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が
記録装置３１４を制御し、１番目のズボン（スカート）を表示する衣服表示用画像信号を
再生する。また、制御部３１１は信号処理部３１３を制御し、記録装置３１４で再生され
た衣服表示用画像信号を出力端子３０４に出力する。
【０１０３】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該表示確認リモコン信号ＲＭに
基づいてスイッチャ２０３を制御し、所定のテレビボックス部からの画像信号ＳＶを、テ
レビボックス部２０５-7に出力する。
【０１０４】
　テレビボックス部２０５-7では、当該表示確認リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３
１１が信号処理部３１３を制御し、入力端子３０３に入力された画像信号ＳＶに対してＩ
Ｐ変換処理、さらにはスチル処理を行い、処理後の画像信号を画像表示素子１３１に供給
する。これにより、図１４に示すように、テレビボックス部２０５-7の画像表示素子１３
１に、所定のテレビボックス部の記録装置３１４から再生された衣服表示用画像信号に係
る１番目のズボン（スカート）が表示される。
【０１０５】
　以下、表示確認用リモコン信号ＲＭを受信する毎に、図１４に示すように、テレビボッ
クス部２０５-5に２番目のジャケットが表示され、テレビボックス部２０５-8に２番目の
ズボン（スカート）が表示され、テレビボックス部２０５-6に３番目のジャケットが表示
され、テレビボックス部２０５-9に３番目のズボン（スカート）が表示される。
【０１０６】
　（ｌ）「（ｋ）の表示状態で、テレビボックス部とそこに表示すべきジャケットまたは
ズボン（スカート）の番号とを指定するリモコン信号ＲＭを受信する場合」
　この場合、記録装置３１４に衣服表示用画像信号を記録している所定のテレビボックス
部では、指定されたジャケットまたはズボン（スカート）を表示する衣服表示用画像信号
を再生する。また、制御部３１１は信号処理部３１３を制御し、記録装置３１４で再生さ
れた衣服表示用画像信号を出力端子３０４に出力する。
【０１０７】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、所定のテレビボックス部からの画像信号ＳＶを、指定された
テレビボックス部に出力する。
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【０１０８】
　指定されたテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が
信号処理部３１３を制御し、入力端子３０３に入力された画像信号ＳＶに対してＩＰ変換
処理、さらにはスチル処理を行い、処理後の画像信号を画像表示素子１３１に供給する。
これにより、指定されたテレビボックス部の画像表示素子１３１に、指定されたジャケッ
トまたはズボン（スカート）が表示された状態となる。これにより、任意のジャケットお
よびズボン（スカート）を組み合わせた表示が可能となる。
【０１０９】
　このように、ユーザの現在の顔画像と、任意のジャケットおよびズボン（スカート）の
画像とを組み合わせた表示を行うことができ、ユーザは現在の顔、髪型等に合わせたジャ
ケットおよびズボン（スカート）のコーディネートを容易に行うことができる。
（ｍ）「所定のテレビボックス部の撮像素子１３３で撮像して得られた画像信号ＳＶによ
る画像を、当該所定のテレビボックス部で表示する旨（スルー表示）のリモコン信号ＲＭ
を受信した場合」
　所定のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が照明
部１３４を制御し、収納部本体の内部を照明する。また、制御部３１１が撮像素子１３３
を制御し、収納部本体の内部を撮像する。さらに、制御部３１１は信号処理部３１３を制
御し、撮像素子１３３で撮像して得られた画像信号ＳＶを出力端子３０３に出力する。
【０１１０】
　ベースボックス部１９０のスイッチャ制御部２０２は当該リモコン信号ＲＭに基づいて
スイッチャ２０３を制御し、所定のテレビボックス部からの画像信号ＳＶを、当該所定の
テレビボックス部に出力する。
【０１１１】
　所定のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が信号
処理部３１３を制御し、入力端子３０３に入力された画像信号ＳＶに対してＩＰ変換処理
を行い、処理後の画像信号ＳＶを画像表示素子１３１に供給する。これにより、所定のテ
レビボックス部の画像表示素子１３１に、当該所定のテレビボックス部の撮像素子１３３
で撮像して得られた画像信号による、収納部本体の内部の画像が表示される。
【０１１２】
　図１５Ａは、テレビボックス部２０５-1の画像表示素子１３１に収納部本体１２０-1の
内部の画像を表示する前の状態を示しており、図１５Ｂは当該画像表示素子１３１に収納
部本体１２０-1の内部の画像を表示している状態を示している。また、図１５Ｃは、平板
部１３０-1の内側面に取り付けられた撮像素子１３３で、収納部本体１２０-1の内部を撮
像している状態を示している。図１５Ａ～Ｃはテレビボックス部２０５-1の部分を示した
ものであるが、その他のテレビボックス部２０５-2～２０５-9の部分においても同様であ
る。
【０１１３】
　このように、所定のテレビボックス部の画像表示素子１３１に、その撮像素子１３３で
収納部本体の内部を撮像して得られた画像信号による画像を表示でき、ユーザは、収納部
本体の収納口を平板部が覆った状態で、収納部本体の内部を観察できる。つまり、ユーザ
は、平板部を一々開かなくても収納部本体の内部を見ることができ、使い勝手が向上する
。
【０１１４】
　（ｎ）「所定のテレビボックス部をロックモードとするリモコン信号ＲＭを受信した場
合」
　所定のテレビボックス部では、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１がロッ
ク機構１４５を制御し、爪部を１４６を回転させて爪挿入孔１２５に挿入し、ロック状態
とする（図６参照）。
【０１１５】
　（ｏ）「（ｎ）のロック状態で、所定のテレビボックス部に認証処理を行わせるリモコ
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ン信号ＲＭを受信した場合」
　所定のテレビボックス部は、当該リモコン信号ＲＭに基づいて、制御部３１１が記録装
置３１４を制御し、当該記録装置３１４から認証用画像信号を再生する。また、制御部３
１１は信号処理部３１３を制御し、記録装置３１４で再生された認証用画像信号を認証処
理部３１５に出力する。また、制御部３１１は撮像装置１３２を制御し、ユーザの顔画像
を撮像する。
【０１１６】
　また、制御部３１１は認証処理部３１５を制御し、当該認証処理部３１５に、認証用画
像信号と撮像して得られた顔画像信号とに基づいて、認証処理を行わせる。認証処理部３
１５は、認証が成功したとき、ロック機構１４５にその旨を示す信号を送る。制御部３１
１は、ロック機構１４５を制御し、認証処理部３１５から、認証が成功した旨の信号を受
け取るとき、爪部を１４６を回転させて、当該爪部１４６が平板部内に収まるようにし、
ロック状態を解除する。
【０１１７】
　図１６のフローチャートを用いて、スイッチャ制御部２０２の動作を説明する。まず、
ステップＳＴ１１で、例えばパワーオンにより動作を開始し、ステップＳＴ１２で、リモ
コン信号を受信したか否かを判定する。リモコン信号ＲＭを受信したときは、ステップＳ
Ｔ１３に進む。
【０１１８】
　このステップＳＴ１３では、スイッチャ２０３の制御に係るリモコン信号ＲＭであるか
否かを判定する。スイッチャ２０３の制御に係るリモコン信号ＲＭであるときは、ステッ
プＳＴ１４に進む。
【０１１９】
　このステップＳＴ１４では、リモコン信号ＲＭに基づいて、スイッチャ２０３の接続を
制御する。そして、このステップＳＴ１４の処理の後に、ステップＳＴ１２に戻る。
【０１２０】
　次に、図１７のフローチャートを用いて、テレビボックス部の制御部３１１の動作を説
明する。まず、ステップＳＴ２１で、例えばパワーオンにより動作を開始し、ステップＳ
Ｔ２２で、リモコン信号ＲＭを受信したか否かを判定する。リモコン信号ＲＭを受信した
ときは、ステップＳＴ２３に進む。
【０１２１】
　このステップＳＴ２３では、受信したリモコン信号ＲＭが、拡大表示に係るリモコン信
号ＲＭ（上述の（ｂ）、（ｄ）、（ｈ）のリモコン信号ＲＭに対応）か否かを判定する。
拡大表示に係るリモコン信号ＲＭであるときは、ステップＳＴ２４で、拡大表示処理を行
って、その後にステップＳＴ２２に戻る。
【０１２２】
　図１８のフローチャートは、拡大表示処理を示している。まず、ステップＳＴ１０１で
、処理を開始し、ステップＳＴ１０２で、自己のチューナ３１２の出力を使用するか否か
を判定する。自己のチューナ出力を使用するときは、ステップＳＴ１０３で、チューナ出
力をスイッチャ２０３に出力し、その後にステップＳＴ１０４に進む。ステップＳＴ１０
２で自己のチューナ出力を使用しないときは、直ちにステップＳＴ１０４に進む。
【０１２３】
　ステップＳＴ１０４では、自己の撮像素子１３２の出力を使用するか否かを判定する。
自己の撮像出力を使用するときは、ステップＳＴ１０５で、撮像出力をスイッチャ２０３
に出力し、その後にステップＳＴ１０６に進む。ステップＳＴ１０４で自己の撮像出力を
使用しないときは、直ちにステップＳＴ１０６に進む。
【０１２４】
　ステップＳＴ１０６では、スイッチャ２０３からの入力画像信号のうち、自己に対応し
た分割領域にズーム変換処理等を行い、処理後の画像信号によって画像表示素子１３１に
画像を表示する。その後、ステップＳＴ１０７で、処理を終了する。
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【０１２５】
　図１７に戻って、ステップＳＴ２３で拡大表示に係るリモコン信号ＲＭでないときは、
ステップＳＴ２５で、スルー表示に係るリモコン信号ＲＭ（上述の（ｍ）のリモコン信号
ＲＭに対応）であるか否かを判定する。スルー表示に係るリモコン信号ＲＭであるときは
、ステップＳＴ２６で、スルー表示処理を行って、その後にステップＳＴ２２に戻る。
【０１２６】
　図１９のフローチャートは、スルー表示処理を示している。まず、ステップＳＴ２１１
で、処理を開始し、ステップＳＴ２１２で、自己へのスルー表示に係るリモコン信号ＲＭ
であるか否かを判定する。自己へのスルー表示に係るリモコン信号ＲＭであるときは、ス
テップＳＴ２１３で、照明部１３４により収納部本体の内部を照明する。また、ステップ
ＳＴ２１４で、撮像素子１３３により収納部本体の内部を撮像し、撮像出力をスイッチャ
２０３に出力する。
【０１２７】
　そして、ステップＳＴ２１５で、スイッチャ２０３からの入力画像信号にＩＰ変換処理
等を行い、処理後の画像信号によって画像表示素子１３１に画像を表示する。その後、ス
テップＳＴ２１６で、処理を終了する。なお、ステップＳＴ２１２で自己へのスルー表示
に係るリモコン信号ＲＭでないときは、直ちにステップＳＴ２１６で、処理を終了する。
【０１２８】
　図１７に戻って、ステップＳＴ２５で、スルー表示に係るリモコン信号ＲＭでないとき
は、ステップＳＴ２７で、ミラー表示に係るリモコン信号ＲＭ（上述の（ｅ）、（ｊ）、
（ｋ）、（ｌ）のリモコン信号ＲＭに対応）であるか否かを判定する。ミラー表示に係る
リモコン信号ＲＭであるときは、ステップＳＴ２８で、ミラー表示処理を行って、その後
にステップＳＴ２２に戻る。
【０１２９】
　図２０のフローチャートは、ミラー表示処理を示している。まず、ステップＳＴ２２１
で、処理を開始し、ステップＳＴ２２２で、自己の撮像素子１３２の出力を使用するか否
かを判定する。自己の撮像出力を使用するときは、ステップＳＴ２２３で、撮像出力をス
イッチャ２０３に出力し、その後にステップＳＴ２２４に進む。ステップＳＴ２２２で、
自己の撮像出力を使用しないときは、直ちにステップＳＴ２２４に進む。
【０１３０】
　ステップＳＴ２２４では、自己の記録装置３１４の再生出力（過去画像信号または衣服
表示用画像信号）を使用するか否かを判定する。自己の記録装置３１４の再生出力を使用
するときは、ステップＳＴ２２５で、再生出力をスイッチャ２０３に出力し、その後にス
テップＳＴ２２６に進む。ステップＳＴ２２４で、自己の記録装置３１４の再生出力を使
用しないときは、直ちにステップＳＴ２２６に進む。
【０１３１】
　ステップＳＴ２２６では、自己の画像表示素子１３１への表示処理を行うか否かを判定
する。画像を表示するときは、ステップＳＴ２２７で、スイッチャ２０３からの入力画像
信号に対して所定の処理（現在画像表示のときはズーム変換処理およびＩＰ変換処理また
ＩＰ変換処理のみ、過去画像表示のときはズーム変換処理、ＩＰ変換処理およびスチル処
理、衣服表示のときはＩＰ変換処理およびスチル処理）を行って、画像表示素子１３１に
画像を表示する。その後、ステップＳＴ２２８で、処理を終了する。なお、ステップＳＴ
２２６で自己の画像表示素子１３１への表示処理を行わないときは、直ちにステップＳＴ
２２８で、処理を終了する。
【０１３２】
　図１７に戻って、ステップＳＴ２７で、ミラー表示に係るリモコン信号ＲＭでないとき
は、ステップＳＴ２９で、認証処理に係るリモコン信号ＲＭ（上述の（ｏ）のリモコン信
号ＲＭに対応）であるか否かを判定する。認証処理に係るリモコン信号ＲＭであるときは
、ステップＳＴ３０で、認証処理を行って、その後にステップＳＴ２２に戻る。
【０１３３】
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　図２１のフローチャートは、認証処理を示している。まず、ステップＳＴ２３１で、処
理を開始し、ステップＳＴ２３２で、自己への認証処理に係るリモコン信号ＲＭであるか
否かを判定する。自己への認証処理に係るリモコン信号ＲＭであるときは、ステップＳＴ
２３３で、ロックモードにあるか否かを判定する。ロックモードにあるときは、ステップ
ＳＴ２３４で、撮像素子１３２でユーザの顔を撮像する。
【０１３４】
　次に、ステップＳＴ２３５で、記録装置３１４から認証用画像信号を再生する。そして
、ステップＳＴ２３６で、撮像素子１３２で撮像されて得られた画像信号と認証用画像信
号に基づいて、認証処理部３１５によって認証処理を行う。そして、ステップＳＴ２３７
で、認証できたか否かを判定する。認証できたときは、ステップＳＴ２３８で、ロックを
解除し、その後にステップＳＴ２３９で、処理を終了する。
【０１３５】
　なお、ステップＳＴ２３２で自己への認証処理に係るリモコン信号ＲＭでないとき、ス
テップＳＴ２３３でロックモードにないとき、さらにはステップＳＴ２３７で認証できな
いときは、直ちにステップＳＴ２３９で、処理を終了する。
【０１３６】
　図１７に戻って、ステップＳＴ２９で認証処理に係るリモコン信号ＲＭでないその他の
リモコン信号ＲＭ（上述の（ａ）、（ｃ）、（ｆ）、（ｇ）、（ｉ）、（ｎ）等のリモコ
ン信号ＲＭ、さらにはテレビボックス部２０５-1～２０５-9のそれぞれに対するチャネル
選局、画質調整、電源のオンオフ等のリモコン信号ＲＭに対応）であるときは、ステップ
ＳＴ３１で、そのリモコン信号ＲＭに対応した処理を行って、その後にステップＳＴ２２
に戻る。
【０１３７】
　上述したように、図１に示す収納装置１００においては、収納部本体１２０-1～１２０

-9の収納口１２１-1～１２１-9を覆うための平板部１３０-1～１３０-9の外側面にＬＣＤ
、ＰＤＰ等の画像表示素子１３１を配設するものであり、この画像表示素子１３１の配設
位置はユーザにとって見やすい位置であり、またこの画像表示素子１３１は画像信号を用
いて画像を表示するものであって種々の画像を表示できることから、収納装置１００の大
幅な機能アップを図ることができる。
【０１３８】
　なお、上述実施の形態においては、筐体部１１０に９個の収納部本体１２０-1～１２０

-9を有する収納装置１００を示したが、筐体部１１０が有する収納部本体の個数は９個に
限定されるものではなく、その他の個数（一個も含む）であってもよい。
【０１３９】
　また、上述実施の形態においては、平板部１３０-1の接続端子１３５と収納口１２１-1

の接続端子１２４が接続されることで、平板部１３０-1のテレビボックス部２０５-1とベ
ースボックス部１９０とが電気的に接続されるようになっているが、平板部１３０-1のテ
レビボックス部２０５-1とベースボックス部１９０とを電気的に接続するための構成は、
これに限定されるものではない。例えば、棒状部材１３５Ｕ，１３５Ｄに接続端子を配置
すると共に、この棒状部材１３５Ｕ，１３５Ｄが挿入される軸受孔１２３Ｕ，１２３Ｄに
接続端子を配置して、平板部１３０-1のテレビボックス部２０５-1とベースボックス部１
９０とを電気的に接続する構成も考えられる。
【０１４０】
　また、上述実施の形態においては、収納部本体１２０-1の収納口１２１-1を覆う平板部
１３０-1は、棒状部材１３６Ｕ，１３６Ｄを支軸として開閉する構成となっているが（図
６、図７参照）、図２２Ａ，Ｂに示すように、所謂インダッシュ式の構成であってもよい
。図２２Ａは閉蓋状態を示し、図２２Ｂは開蓋状態を示している。
【０１４１】
　また、上述実施の形態においては、筐体部１１０に９個の収納部本体１２０-1～１２０

-9を有する、食器棚、本棚等として用いることができる収納装置１００を示したが、他の
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実施の形態として、例えば、図２３に示すような衣装ケース４００も考えられる。この衣
装ケース４００は、収納部本体４１０と蓋部４２０とで構成されている。蓋部４２０は収
納口４１１を覆うための平板部を構成している。
【０１４２】
　この蓋部４２０にテレビボックス部（図９参照）が設けられ、その外側面にテレビボッ
クス部を構成するＬＣＤ、ＰＤＰ等のフラットパネルディスプレイでなる画像表示素子４
２１が配設されていると共に、撮像素子４２２も配設されている。また、この蓋部４２０
の外側面に左側スピーカ４２３Ｌおよび右側スピーカ４２３Ｒ、さらにはリモコン受光部
４２４が配設されている。また、図示せずも、蓋部４２０の内側面には、収納部本体の内
部を照明する照明部、その内部を撮像する撮像素子が配設されている。
【０１４３】
　また、収納部本体４１０の外側面には、接続端子４１２が設けられている。この接続端
子４１２は、蓋部４２０に設けられたテレビボックス部に、電源、画像信号、放送信号等
を供給するために用いられる。
【０１４４】
　また、この図２３に示す衣装ケース４００は、例えば、図２４に示すように、積み重ね
て、上述した図１に示す収納装置１００と同様の使用もできる。この場合、底部にベース
ボックス装置４５０が配置される。この場合、衣装ケース４００の収納部本体４１０の外
側面に設けられた接続端子４１２は、他の衣装ケース４００との間、またはベースボック
ス部４５０との間の電気的な接続を行うために使用される。
【０１４５】
　図２４に示す状態では、ベースボックス装置４５０と、それぞれの衣装ケース４００の
蓋部４２０のテレビボックス部とは電気的に接続され、図１に示す収納装置１００におけ
るベースボックス部１９０と平板部１３０-1～１３０-9のテレビボックス部との電気的接
続関係と同様の状態となり、図１に示す収納装置１００と同様の動作が可能となる。
【産業上の利用可能性】
【０１４６】
　この発明は、収納部本体の収納口を覆うための平板部の外側面にＬＣＤ、ＰＤＰ等の画
像表示素子を配設して、収納装置の大幅な機能アップを図るものであり、例えば食器棚、
本棚等の家具、衣装ケース等に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１４７】
【図１】実施の形態としての収納装置の構成（平板部取り付け状態）を示す斜視図である
。
【図２】実施の形態としての収納装置の構成（平板部取り外し状態）を示す斜視図である
。
【図３】平板部の構成（外側面）を示す斜視図である。
【図４】平板部の構成（内側面）を示す斜視図である。
【図５】収納部本体の構成を示す斜視図である。
【図６】収納部本体と平板部との関係（閉蓋状態）を示す斜視図である。
【図７】収納部本体と平板部との関係（開蓋状態）を示す斜視図である。
【図８】収納装置の回路構成を示すブロック図である。
【図９】テレビボックス部の回路構成を示すブロック図である。
【図１０】画像表示例を示す図である。
【図１１】画像表示例を示す図である。
【図１２】拡大表示の概念を説明するための図である。
【図１３】画像表示例を示す図である。
【図１４】画像表示例を示す図である。
【図１５】スルー表示を説明するための図である。
【図１６】スイッチャ制御部の処理を示すフローチャートである。
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【図１７】テレビボックス部の制御部の処理を示すフローチャートである。
【図１８】拡大表示処理を示すフローチャートである。
【図１９】スルー表示処理を示すフローチャートである。
【図２０】ミラー表示処理を示すフローチャートである。
【図２１】認証処理を示すフローチャートである。
【図２２】インダッシュ式の構成を示す図である。
【図２３】他の実施の形態としての衣装ケースの構成を示す斜視図である。
【図２４】衣装ケースを積み重ねた使用状態を示す図である。
【符号の説明】
【０１４８】
　１００・・・収納装置、１１０・・・筐体部、１２０-1～１２０-9・・・収納部本体、
１２１-1～１２１-9・・・収納口、１２２・・・段差部、１２３Ｕ，１２３Ｄ・・・軸受
孔、１２４・・・接続端子、１２５・・・爪挿入孔、１３０-1～１３０-9・・・平板部、
１３１・・・画像表示素子、１３２，１３３・・・撮像素子、１３４・・・照明部、１３
５・・・接続端子、１３６Ｕ，１３６Ｄ・・・棒状部材、１３７Ｕ，１３７Ｄ・・・スラ
イド摘み、１３８Ｕ，１３８Ｄ・・・スリット、１４０Ｌ・・・左側スピーカ、１４０Ｒ
・・・右側スピーカ、１４５・・・ロック機構、１４６・・・爪部、１４７・・・取手部
、１５０・・・リモコン、１７０・・・電源プラグ、１８０・・・アンテナ端子、１８２
・・・外部画像入力端子、１８４・・・外部音声入力端子、１９０・・・ベースボックス
部、２０１・・・リモコン信号分配器、２０２・・・スイッチャ制御部、２０３・・・ス
イッチャ、２０４・・・アンテナ線分配器、２０５-1～２０５-9・・・テレビボックス部
、３０１・・・リモコン信号の入力端子、３０２・・・放送信号の入力端子、３０３・・
・画像信号の入力端子、３０４・・・画像信号の出力端子、３０５・・・音声信号の出力
端子、３１１・・・制御部、３１２・・・チューナ、３１３・・・信号処理部、３１４・
・・記録装置、３１５・・・認証処理部、４００・・・衣装ケース、４１０・・・収納部
本体、４１１・・・収納口、４１２・・・接続端子、４２０・・・蓋部、４２１・・・画
像表示素子、４２２・・・撮像素子、４５０・・・ベースボックス装置



(22) JP 4661081 B2 2011.3.30

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(23) JP 4661081 B2 2011.3.30

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(24) JP 4661081 B2 2011.3.30

【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】



(25) JP 4661081 B2 2011.3.30

【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】



(26) JP 4661081 B2 2011.3.30

【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】



(27) JP 4661081 B2 2011.3.30

【図２２】 【図２３】

【図２４】



(28) JP 4661081 B2 2011.3.30

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  立平　靖
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
(72)発明者  渡邊　義教
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
(72)発明者  内田　和隆
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
(72)発明者  山田　直秀
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
(72)発明者  新谷　眞介
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内

    審査官  七字　ひろみ

(56)参考文献  特開２００４－１１８７６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１７８３７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５８－０８１００９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２６００９３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１１１０６９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４７Ｂ　　５５／００　　　　
              Ｅ０５Ｂ　　４９／００－４９／０４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

